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令和8年夏：いろいろとありました

最高気温40℃以上の日
「酷暑日（こくしょび）」と定め
2026年4月17日から公的に使用

令和8年 熊本地震
7月28日 16時27分

令和8年 千葉水害
2026年（令和8年）

8月13日－14日

身近になりつつある気候変動・自然災害
1



災害時も熱中症予防が大事

西日本豪雨（2018年7月）

熱中症で救急搬送された患者が７月１６～２２日の１週間で５７３人。被災地住民・ボランティアの搬送

https://c.sanyonews.jp/gou_graph/#tf-intro1

死者61名（関連死除く）・住宅8000棟以上全半壊
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災害要配慮者＝熱中症要配慮者を見逃すな

➢高齢者

➢乳幼児

脱水に陥りやすい

発汗機能が不十分

自分から暑さから逃げたり水分摂取が不可能

➢既往歴

 高血圧・利尿薬(脱水を招く)、

降圧薬(心機能抑制)、糖尿病（尿糖による多尿）

精神疾患（向精神薬の発汗抑制作用、

社会との接触が少なく暑熱順化が不十分、暑さを気にしない）

脳卒中後遺症、認知症（対応しない、できない）など

➢日常生活

身体的ハンデキャップ（活動性が低く暑熱順化が不十分）

独居（家族の見守りがない、社会とのつながりが少ない）、

経済的弱者（エアコン設置なし、電気代、悪い住居環境、低栄養状態）

令和8年8月データ
https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/items/heatstroke_geppou_202608.pdf
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令和8年 熊本地震

令和8年7月28日
M7.1、最大震度7
熊本県宇城市、氷川町を中心
死者38名
74,498棟（うち全壊2408棟、
大規模半壊983棟、半壊6819棟）
9450名（7/31）が過酷な避難生活を強いられた。
八代市周辺：約44,000戸の断水
酷暑による熱中症リスク
生活衛生環境の悪化 4

https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/280963_897293_misc.pdf
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/222/276831.html
https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment/318139.pdf



DMAT事務局
是枝先生より共有

熊本地震
施設や避難所の
アセスメントと対応
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熱中症 搬送者数＠熊本

高い暑さ指数に災害が加わった
熱中症発生の急激な上昇
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DMAT事務局
是枝先生より共有
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復電・復水・暑熱順化



J-SPEEDにおける避難所の熱中症

重症度がわからない
詳しい状況がわからない

Activeな介入の方略が立たない

8



9



発生状況
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ボランティアも熱中症にかかりやすい

広島大学
公衆衛生学
久保達彦先生より
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「災害時船舶医療法」に基づく初の社会実装

民間船舶「はくおうⅡ」投入

「災害時船舶医療法」に基づく初の社会実装  

地域医療回帰を支える「リフレッシュ船＋救護所」 

入浴支援による被災者の回復を主軸

適切な健康管理を提供

地元のかかりつけ医や基幹病院へ円滑に

橋渡しを行う「ハブ機能」を重視
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衣食住が整った環境
体調不良者を
いち早く救助

17



No 診療日 年齢区分 年齢 性別 主病名
診療地点_診療
地点の名称

1 2026/8/1215-64歳 62男性 慢性心不全 はくおうⅡ

2 2026/8/1265歳以上 82男性 左股関節痛 はくおうⅡ

3 2026/8/121-14歳 6女性（妊娠無し） 腹部皮膚炎 はくおうⅡ

4 2026/8/1215-64歳 53女性（妊娠無し） はくおうⅡ

5 2026/8/1265歳以上 84女性（妊娠無し） はくおうⅡ

6 2026/8/1215-64歳 25女性（妊娠無し） はくおうⅡ

7 2026/8/1265歳以上 85女性（妊娠無し） はくおうⅡ

8 2026/8/1215-64歳 28男性 右小指打撲 はくおうⅡ

9 2026/8/1165歳以上 79女性（妊娠無し） はくおうⅡ

10 2026/8/1165歳以上 85女性（妊娠無し） はくおうⅡ

11 2026/8/515-64歳 61女性（妊娠無し） はくおうⅡ

12 2026/8/51-14歳 6女性（妊娠無し） 咳・発熱 はくおうⅡ

13 2026/8/51-14歳 3男性 はくおうⅡ

14 2026/8/565歳以上 70女性（妊娠無し） はくおうⅡ

15 2026/8/515-64歳 58男性 発熱 はくおうⅡ

16 2026/8/515-64歳 50女性（妊娠無し） 発熱 はくおうⅡ

17 2026/8/51-14歳 11女性（妊娠無し） 発熱 はくおうⅡ

18 2026/8/51-14歳 8男性 発熱 はくおうⅡ

19 2026/8/515-64歳 47女性（妊娠無し） 発熱 はくおうⅡ

20 2026/8/565歳以上 69男性 発熱、だるさ はくおうⅡ

21 2026/8/515-64歳 31男性 発熱 はくおうⅡ

22 2026/8/515-64歳 16男性
自転車走行中に段差につ
まづき転倒。

はくおうⅡ

23 2026/8/565歳以上 77女性（妊娠無し） はくおうⅡ

30％の患者に
熱中症の疑い

あり
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災害時、特に気を付けるべきこと

・体調管理：医療チームによる回診の強化
・持病の管理：常備薬を切らさない努力
・空調：WBGTを避難先で測定する試み
・データ活用：アプリを用いた熱中症サーベイ

気候変動時代における災害対策の必要性
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